











































Effetive Method of Teaching in Multiplication Learning
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１ ２ ３ ４ ５ ６
Ａ児 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｂ児 ○ ○ ╳ ╳ ○ ○
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答であった。
〈全体〉基準量が先に示された問題では正答率は
94.6％であった。基準量が後に示された問題にな
ると正答率は67.8％に下がった。しかし同じく基
準量が後に示された問題でもキャラクターを使
うと89.2％に上がった。このことから、「基準量」
と「いくつ分」をイメージする際に各段のキャラ
クターを活用した視覚化が児童の思考の手助けに
なっているが示唆された。
（２）かけ算（１）第２時の授業から
〈全体〉九九のキャラクターを設定することの効果
を普段は発言の少ないＣ１が証明してくれた。う
さぎの耳は２本ずつあることは教室にいるすべて
の児童が知っている。だからこそ、「４×２では
おかしい！」と誰もが思えるのである。さらにＣ
２が論理的にまとめる発言をしている。（Ｔ：担
任　Ｃ：児童等）
Ｔ：うさぎが４ひきいます。耳はぜんぶで何本？
Ｃ： 各自、ノートに式を書く。２×４と４×２がある。
Ｔ： みんなのノートには、２種類の式がありまし
た。「４×２」「２×４」を板書する。
Ｃ：え〰〰〰〰ええ？Ｔ：えええ？って何？
Ｃ：言いたがり挙手をする児童が多数いる。
Ｃ１： ４〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰×２はおかしい！だってうさぎの耳は４本じ〰〰〰〰〰ゃない。＊手でうさぎの耳が４本ある様子を示す。他の
子も真似をする。
Ｃ：う〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰さぎの耳が４本あったら、こわい～Ｃ２： う〰〰〰〰〰さぎの耳は〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰２本ずつでうさぎが４匹いるん　　　だ〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰から、２の４つ分ってことになります。２　　　の〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰４つ分は２×４になります。Ｃ：そうそう！
（３）「基準量」の「いくつ分」に着目することがで
きた児童の単元終了後の感想
・９のだんは何かな（キャラクター）と思ってたの
しかったです。
・ロケットとかぶと虫がたのしかったです。
・あたらしいだんをならうとき、１つ分のものが９
のものをさがすとかがおもしろかった。
・７のだんはてんとうむしだったけど（キャラク
ター）、にじのいろとかほかにもいろいろある。
９のだんはさがすのにじかんがかかったけど、
ルービックキューブとか９人せいのバレーボール
がそうだと思いました。
２．自分で九九を構成することの検証
（１）ワークシートから
〈Ａ児〉図18はＡ児のワークシートである。はじめ
はかけ算の答えは、かけられる数だけ増えていく
ことのみに目を向けていたが、８の段では４の段
の答えを２倍して九九を構成することもできた。
この作戦は、Ｂ児の考えから生まれた。はじめＡ
児は「えっ？どういうこと？」と考え込んでいた
が、次第に「できる、できる！」とつぶやきなが
ら九九を構成していった。９の段ではかけられる
数が奇数のため同じ数ずつに分けられないこと
に気付いたが、「だったら、４と５に分ければい
い。」と考えることができた。他にも「３と６に
も分けられる！」「だったら７と２にも分けられ
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図17　学級全体の評価テスト結果
図18　Ａ児のワークシート（８の段）分け分け作戦
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る！」と考えが発展していった。図から式をつく
り、それを言葉でも表現できた。
〈Ｂ児〉Ｂ児は機械的な計算では注意集中が続かな
いこともあり間違いが見られる。３の段では同数
累加で答えを求めていたため、かける数が増える
につれて式や答えに間違いが見られた。４の段で
はまだ、九九のきまりが分かっていなかった。６
の段では始めたし算作戦を使っていたが、途中か
らアレイ図作戦に変えた。×９で数え間違いが
あった。７、８の段を構成する際には始めからア
レイ図を選択し、○を数えていたが×５、×６、
×８、×９で数え間違いがあった。
　　図19の問題を出した時には、「２の２の作戦」
として自分の考えを発表した。Ｂ児はよくブロッ
クを使っていたため、イメージとしてブロックが
浮かんでいたのかもしれない。９の段を構成する
際には次のような発言をした。
　「新しい作戦があります。９は数が多くて計算す
るのが難しいから、10、20、30 って10ずつ計算
して１ずつ引けばいい！」
図19　分解作戦の始まりとなったＢ児の考え
視覚優位の児童であるため、問題を視覚化して提
示すると授業に入りやすい。導入でいかに引き込む
かが鍵を握る。そして途中で集中が切れてしまって
も戻ってこられる、戻りたいと思わせるような支援
が必要である。自分一人の力では授業に参加するこ
とが困難なＢ児の授業参加を支えることで、Ｂ児は
進んで問題とかかわり自分で九九を構成することが
できた。
〈全体〉Ｂ児の考えを受け、児童等は「自分もやっ
てみよう」と挑戦し、その簡便さに気付き、考え
る楽しさを実感することができた。このような様
子から、Ｂ児への支援が他の多くの児童にも通ず
る支援となったことが分かった。
図20　Ｂ児の考えた10から１引く作戦
（２）自分で九九を構成することができた児童の授
業後の感想
・さいしょはちょっとふあんだったけど、やってい
るうちにかんたんにできるようになって、何何さ
くせんとかをやっておぼえていきました。かけざ
んはほんとにらくだと思いました。
・10のだんはないけど、じぶんたちでできてうれ
しかった。
・いろいろな作せんで九九をつくることと、九九
カードを作ってゲームをしたことがたのしかった
です。それで７、８、９のだんをおぼえました。
・９のだんはむずかしいけど、エレベーターさくせ
んでいったら、だんだんわかってきました。
・たしざんだとしきがながくなってわからなくなっ
ちゃうけど、かけざんだとみじかいのでかんたん
にできます。
・九九のこたえが分からないとき、九九をはんたい
にすると分かりやすくなりました。
・10から１ひくさくせんとわけわけさくせんがせ
いこうした。さんすうがとくいになった。（Ｂ児）
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Ⅳ　総合考察
上記の二つの仮説検証授業を踏まえて、今後の検
討課題として以下の３点を指摘した。
１．イメージ化の重要性
九九の学習における大きな課題は、答えを出す際
に記憶を頼るしか方法を知らない児童を育ててしま
うことである。ここでのつまずきが後にかけ算の筆
算、わり算の学習において九九がわからず、正しい
答えを導けないというさらに大きなつまずきとなっ
てしまう。
この原因として、｢基準量」の ｢いくつ分」とい
う九九の表す意味をイメージできないことが考えら
れる。「ににんがし」「にくじゅうはち」などと単に
九九の読みを覚えることを目的としてしまうと、も
し九九を忘れてしまったらその時点で思考が止まっ
てしまう。そこで、九九のイメージ化を図ることが
必要となってくる。
その際、誰もが知っているものを九九のキャラク
ターとして設定し、全員が共通のイメージをもてる
ようにした。例えば、「うさぎの耳は２本」「手の指
は５本」「カブト虫の足は６本」ということは誰も
が知っていることである。それらをキャラクターと
して各段の九九を学習する際にパネルシアターなど
を使って ｢基準量」のイメージとして提示すること
で、多くの児童が楽しみながら繰り返し取り組むこ
とができたと思われる。
２．自分で九九を構成する授業の工夫
九九をノートに写すのではなく、自分で九九を構
成することが重要である。初めは九九を同数累加で
求める方法が教科書にも載っているが、学習が進む
につれてもっと簡単にできる方法（かけられる数分
を前の答えに足す、交換、分解など）を発見する児
童が出てくる。いずれもかけ算における大切なきま
りである。それらを児童に発見させたい。そのため
に自分で九九を構成する場を設定する必要がある。
さらに、ワークシートを複数用意し選べるように
したり、互いの考えを認めあう場を設定したりする
など、その他どのような工夫が必要であるかを問い
ながら、よりよい授業づくりを追究したい。
３．ユニバーサルデザイン化された授業の可能性
通常学級に在籍する児童の様子は、多様である。
かけ算の学習においては、上記二つのことが有効で
あることが明らかにされた。それらを踏まえ、算数
指導に関わる教師はすでに「①絵図によるイメージ
化」「②カードを使った学習」「③九九の歌」「④自
分なりの方法で九九を構成する」など、様々な試み
を行い、工夫を重ねている。
これらは特別支援教育分野での算数指導に合致す
る点が多い。
①は視覚情報は入るが聴覚情報は入りづらい児童に
とって重要な視覚的支援である。
②は落ち着きがなく常に動いている児童にとって有
効な動作的支援である。
③は見たり書いたりすることが苦手な児童にとって
助けになる聴覚的支援である。
④は教えられて学ぶより考えて学ぶ方が得意な児童
にはなくてはならない支援である。
筆者らはこれを“学習の登山モデル”と名付けて
いるが、児童それぞれの得意な認識ルート（登山
ルート）で何かを覚えることをイメージしたもので
ある。
図21　学習の登山モデル
動作
䊹䊹
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視覚 触覚 聴覚
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このように考えると、先に示された様々な指導法
はおおよそこの４つのカテゴリーに分類（重複する
ものもあるが）でき、それらを組み合わせる支援の
複線化の有用性や複数のルート（覚え方）を示す重
要性が示唆される。
通常学級でこれまで行ってきた様々な指導が、児
童にどのような効果をもたらしているのかを明確に
する必要がある。何のためにそのような工夫をする
のかが分かれば、その指導の有用性が明確になる。
それらの指導法の中には特別な支援を必要とする児
童にとっても必要不可欠な方法も当然含まれること
になろう。そのようなこれまでの努力の延長戦上に
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位置付く“特別”ではない支援教育は結果として多
くの教師に受け入れられるのではないだろうか。特
別支援教育、教科教育といった壁を取り払い、それ
らを融合したユニバーサルな授業モデルを今後も追
究していきたい。
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